
使用料収入 目標 円 ⇒ 実績 円

稼働率 目標 75 ％ ⇒ 実績 76 ％

利用者数 目標 16,555 人 ⇒ 実績 17,614 人

【主な自主事業実施による成果】

施設の設置目的の達成
□

職員の勤務実績・配置状況・労働条件
□ 事業計画書に沿った職員を配置していたか。

□ 必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。

□ 出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。

□ 障害者の雇用促進に努めていたか。

職員の研修
□

法令等遵守

□ 関係法令、条例等を遵守していたか。

個人情報保護・情報公開
□

管理記録
□ 業務日誌等を適切に整備、保管していたか。

□ 点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

連絡体制
□ 市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。

□

緊急時対応
□ 事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。

□

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価 【標準８項目／当施設８項目】

指定管理導入施設実績評価シート（平成28年度）

B (良好)

Ⅰ
実
施

体
制

事業計画書、
事業報告書

事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提出
や内容が適正であったか。

事業計画書、
事業報告書、
緊急時対応マ
ニュアル

B
 (良好)

年２回の消防・避難訓練を
実施し、緊急時対応を確認
している。

B
 (良好)

訓練等実施し、職員周知
も図っていた。緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行う

など、職員への指導徹底を図っていたか。

日報、点検結
果等関係書
類、実地調査

B
 (良好)

管理記録等は適切に保管し
ている。

B
 (良好)

適切に記録・整備できて
いる。

事業計画書、
事業報告書等
関係書類

B
 (良好)

必要な都度市との連絡調整
を図り、指示を仰ぎながら、
適切に処理した。

B
 (良好)

その都度必要に応じて連
絡調整できていた。書類
提出等についても適正で
あった。

協定書、管理
方法（実地調
査）

B
 (良好)

個人情報や情報公開は規
則で定める他協定書に基づ
き適切に実施している。

B
 (良好)

適切に実施している。個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基づ
き適切に行っていたか。

事業計画書、
事業報告書、
研修資料等

業務に必要な都度外部研
修も取り込み実施している。

B
 (良好)

内部では少人数のため外
部研修を利用し実施でき
ていた。

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施で
きたか。 B

 (良好)仕様書、関係
書類等、実地
調査

常に法令や規則の遵守を指
導している。

B
 (良好)

常に法令や規則の遵守を
指導している。

A
 (優良)

当法人の設立目的に合致し
ている。

B
 (良好)

目的を十分理解し、管理
運営に努めていた。

施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運営
に努めていたか。

事業計画書、
日報、勤務
表、資格証、
実地調査

B
 (良好)

職員の勤務は良好であり業
務に必要な配置は行ってい
る。

B
 (良好)

所長が交代となったが、、
問題なく、引き継ぐことが
できた。職員体制は問題
なかった。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

業務内容

・大津市障害者福祉センター条例第３条に規定する事業の実施に関する業務
・センターの使用の許可に関する業務
・センターの施設及び設備の維持管理に関する業務
・その他市長が定める業務

主な成果
（自主事業含む）

障害者ＩＴサポート事業・・・・・実施回数88回（前年92回）

総合評価

Ⅰ～Ⅳによ
る総合評
価

総合評価コメント

　利用者に事故もなく、５年間の指定期間の2年目が終了となった。指定管理者と利用者とのコミュニケーションを円滑
にするため事業実施し、利用者のニーズに応える事ができるように努めた結果、成果を上げることができた。B

 (良好)

指定期間 平成 ２７年４月１日　　　～　　　平成３２年３月３１日

指定管理料 年額　２２，８０６，０００円（平成２８年度） （総額　　   １１４，０３０，０００円）

設置目的 障害者の福祉の増進及び自立の促進を図ることを目的とする。

施設所管課 福祉子ども部障害福祉課

施　設　名 大津市障害者福祉センター

指定管理者 社会福祉法人　大津におの浜障害者福祉協会



指定管理導入施設実績評価シート（平成28年度）

施設管理
□ 開館日、開館時間を遵守していたか。

□

利用状況
□

利用者対応
□

□ 服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。

□ 利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

事業運営
□ 事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。

□ 施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。

□ 利用者の満足度を高める工夫がされたか。

□

維持管理
□

□ 修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。

□ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。

□ 備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。

□

情報提供
□

□ ホームページの管理は適切に行っていたか。

環境配慮
□

意見・要望・苦情
□

□

利用者アンケート
□

《Ⅱ総　括》 業務の内容・水準に関する評価　【標準９項目／当施設９項目】

経理事務
□ 専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。

□ 経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。

□

収支状況
□

□ 収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組
□

□

《Ⅲ総　括》 経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設３項目】

その他
□ 努力事項として掲げた○○○○の取り組みを推進したか。

《Ⅳ総　括》 その他に関する評価　【当施設　項目】

【施設所管課】

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（A～D）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

※評価手順：

特記事項等
(課題・成果)

【指定管理者】

この施設の管理運営に取り組むことは、当法人の設立目的に合致し役職員が一丸となってその能力を発揮し取り組んできた。又、年々増加する
維持管理費を賄うため、職員が知恵を出し合い、経費削減に取り組んでいる。利用者からの声は満足いただける結果となった。

　職員の退職等はあったが、安定した事業実施を継続していただけている。新所長となり、気付くことについても相談をしてもらいながら改善して
いただけている。今後も各団体との連携を図り、利用者の声を聞きながら事業展開を期待する。

経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効果
が上がったか。

清掃、警備、保守点検、修繕等の再委託が適切な水準、
内容で実施されたか。

B (良好) B (良好)

Ⅳ
そ
の
他

実地調査

B
 (良好)

健全な財務状況を維持でき
ている。

B
 (良好)

適正に処理されていた。
福祉指導監査課の監査
結果も適正であった。

予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラスと
なっているか。

仕様書、事業
計画書、委託
契約書、実地
調査

B
 (良好)

施設が古く年々軽微な修繕
が多くなって来ている為積
極的に経費削減に取り組ん
でいる。

B
 (良好)

経費削減には取り組めて
いる。

B (良好) B (良好)

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出
納帳、利用申
請書・減免申
請書等、実地
調査（金庫等）

B
 (良好)

経理事務には、簿記の堪能
な職員を配置し、適正に処
理をしている。

B
 (良好)

適正に処理されていた。
福祉指導監査課の監査
結果も適正であった。料金徴収、減免、還付の手続きは適切に処理していた

か。

事業計画書、
事業報告書

事業計画書、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

利用者にアンケートへの協
力を依頼し、意見を聴取し
必要があれば、改善できる
よう努めた。

B
 (良好)

目安箱のみでなく、アン
ケートも実施していただい
た。

利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニーズ
を積極的に把握し、その結果を管理運営に反映していた
か。

事業計画書、
事業報告書、
日報、アン
ケート

B
 (良好)

苦情処理については社会福
祉法の規程により第三者委
員会を設置し、迅速で適切
な対応が図れるよう整備し
ている。

B
 (良好)

第三者委員会の設置もあ
り、利用者からの要望等
に対しても適正に対応で
きていた。

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立している
か。

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能なも
のは管理運営に反映していたか。

関係書類、実
地調査 B

 (良好)

無駄を省きリサイクルできる
ものは資源とするよう努め
てきた。

B
 (良好)

適正に努められている。省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等の
推進等に努めていたか。

パンフレッ
ト・ホーム
ページ等、実
地調査

B
 (良好)

広報おおつの活用やホーム
ページの改良を行いタイム
リーな情報提供に努めてい
る。

B
 (良好)

ほかほかまつり等障害者
理解に関するものの情報
発信もできていた。

施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備
し、情報発信に努めていたか。

仕様書、備品
台帳、点検結
果、委託契約
書、実地調査 B

 (良好)

センターの維持管理は、利
用者の安全と快適な利用環
境を提供することを主眼に
日々努力した。

B
 (良好)

修繕等必要な対応につい
ては、市と相談しながら進
めることができた。

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施した
か。

植栽、樹木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保た
れていたか。

事業計画書、
事業報告書、
自主事業計画
書、実地調査

B
 (良好)

事業計画に則り障害者サー
ビスに取り組ん来た。利用
者からは評価していただい
ている。

B
 (良好)

計画どおり実施できてい
る。

自主事業の実施により市民サービスの向上に効果があっ
たか。

B
 (良好)

大きな変動はなく、適正な
水準であった。

利用者数、稼働率等が前年度実績や目標と比較し適正な
水準であったか。

業務マニュア
ル、意見・苦
情等受付簿、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

利用者に対する態度や言葉
遣い等対応は問題なく設
備、備品の提供も要望に応
じて迅速に対応した。

B
 (良好)

職員の態度・接遇等に特
に問題はない。

利用許可や案内等、職員の応対は迅速かつ適切に行った
か。

Ⅱ
内
容
・
水
準

事業計画書、
日報 B

 (良好)

計画通り開館し、館内巡回
により事故防止、安全確保
に努めた。

B
 (良好)

事故防止、安全確保に努
めた。台風警報発令時は
中止等での対応とした。事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じていた

か。

事業計画書、
事業報告書 B

 (良好)

利用者は障害者団体や障
害手帳をお持ちの方に限定
され例年大きな変動は無い

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表）指定管理者
提出 通知

送付


